
手
取
川
へ
来
る
前
に

住
ん
で
い
た
大
河
川

「
先
生
、
前
回
の
手
取
川
編
読
み
ま
し

た
よ
。
手
取
川
の
方
に
山
を
越
え
て
来

る
前
、
先
生
は
木
曽
川
の
あ
た
り
に
い

た
ん
で
す
よ
ね
。
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
っ

た
ん
で
す
か
？
」
と
学
生
に
聞
か
れ
た
。

　

金
沢
大
学
に
着
任
し
て
か
ら
半
年
が

経
ち
、
い
よ
い
よ
新
設
研
究
室
に
学
生

が
配
属
さ
れ
て
き
た
。
年
の
差
が
ち
ょ

う
ど
私
と
師
匠
（
筑
波
大
学
の
白
川
直
樹
准
教

授
）
と
同
じ
で
、
私
も
そ
ん
な
年
齢
に

な
っ
た
こ
と
を
実
感
す
る
。

　

北
陸
育
ち
の
彼
は
ま
だ
日
本
海
側
の

川
し
か
知
ら
な
い
。
日
本
海
側
と
太
平

洋
側
の
川
の
違
い
、
川
の
勾
配
の
違
い
、

河
川
ス
ケ
ー
ル
の
違
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
あ
る
。
大
河
川
の
木
曽
川
を
ぜ
ひ
彼

に
伝
え
た
い
が
、
何
が
一
番
驚
き
の
対

象
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
期
待
感
も
も
ち

な
が
ら
、
木
曽
川
か
ら
中
央
分
水
嶺
を

越
え
て
手
取
川
に
や
っ
て
き
た
私
は
、

再
び
分
水
嶺
と
記
憶
を
遡
り
、
教
え
子

を
連
れ
て
木
曽
川
を
巡
る
こ
と
に
し
た
。

新
社
会
人
の
頃
に
見
聞
き
し
た
素
晴
ら

し
き
木
曽
川
を
紹
介
し
た
い
。

　

木
曽
川
は
長な
が

良ら

川が
わ

、
揖い

斐び

川が
わ

と
と
も

に
「
木
曽
三
川
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
川
が
長
い
。
こ
の
一
つ
だ
け
で
も
大

流
域
に
相
当
す
る
。
そ
ん
な
木
曽
川
の

特
徴
を
聞
か
れ
た
ら
、
私
は
「
堤つ
つ
み」

な

坂本さんと行く川巡り  第26回  
Go ! Go ! 109水系

社
会
の
変
遷
と
と
も
に
堤
防
伸
び
ゆ
く

木
曽
川

河
川
を
軸
に
市
民
団
体
や
ま
ち
づ
く
り
の
調
査
研
究
を
行
な
う
坂
本
貴

啓
さ
ん
が
全
国
の
一
級
河
川
「
１
０
９
水
系
」
を
巡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
川

が
流
域
の
人
び
と
と
地
域
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
を
探
り
ま
す
。今
回
は
坂

本
さ
ん
が
社
会
人
と
し
て
３
年
半
過
ご
し
た「
木
曽
川
」を
巡
り
ま
し
た
。

手前に見える橋を渡って坂本さんは通勤していた 水の文化 77号　Go!Go!109水系 42



岐阜県
鉢盛山

王滝川

白川武儀川
根
尾
川

阿
木
川

中
津
川

板
取
川 付

知
川

馬
瀬
川

飛
騨
川吉

田
川

津
保
川

牧
田
川

高山

郡上八幡

中津川

岐阜
犬山

尾張一宮

名古屋

桑名

大垣

半田

各務ケ原

下呂 木
曽
川

長
良
川

揖
斐
川

石川県

福井県

長野県

愛知県

静岡県三重県

滋賀県

大日ヶ岳

冠山

可児川

岐阜県
鉢盛山

大日ヶ岳

冠山
王滝川

白川武儀川

可児川

根
尾
川

阿
木
川

中
津
川

板
取
川 付

知
川

馬
瀬
川

飛
騨
川吉

田
川

津
保
川

牧
田
川

高山

郡上八幡

中津川

岐阜
犬山

尾張一宮

名古屋

桑名

大垣

半田

各務ケ原

下呂 木
曽
川

長
良
川

揖
斐
川

石川県

福井県

長野県

愛知県
取
材
エ
リ
ア

静岡県三重県 伊勢湾

木曽川水系
流域界

滋賀県

し
に
は
語
れ
な
い
と
思
う
。
木
曽
川
水

系
に
は
幾
多
の
種
類
の
堤
防
と
そ
の
ゆ

か
り
が
あ
る
。
暮
ら
し
の
成
り
立
ち
と

も
か
か
わ
り
深
い
。
御お
か
こ
い
づ
つ
み

囲
堤
、
輪わ

じ
ゅ
う
て
い

中
堤
、

背せ

割わ
り

堤て
い

、
畳た

た
み
て
い堤な

ど
堤
防
だ
け
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
伝
統
が
あ
る
。

　

今
回
ど
こ
が
木
曽
川
水
系
の
特
徴
の

一
端
と
し
て
紹
介
し
や
す
い
か
考
え
た

際
に
、
堤
が
多
く
分
布
す
る
木
曽
川
中

流
域
に
着
目
す
る
こ
と
に
し
た
。

木
曽
川
の
堤
防
上
を

チ
ャ
リ
通
勤

　

博
士
課
程
を
修
了
し
、
自
然
共
生
研

究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
共
生
セ
ン
タ
ー
）
で
研

究
員
と
し
て
働
き
は
じ
め
た
の
は
２
０

１
７
年
（
平
成
29
）
４
月
。
私
は
川
の
名

前
が
つ
い
た
木
曽
川
駅
の
付
近
か
ら
自

転
車
で
出
勤
し
て
い
た
。
家
の
前
の
暗

渠
の
用
水
路
を
遡
り
、
木
曽
川
の
堤
防

に
出
て
か
ら
は
気
持
ち
よ
く
自
転
車
を

漕
い
だ
。

　

川
を
渡
り
、
再
び
堤
防
沿
い
を
漕
い

で
い
く
と
、
職
場
の
あ
る
河
川
環
境
楽

園
に
到
着
す
る
。「
職
場
は
？
」
と
聞
か

れ
た
ら
「
楽
園
で
す
！ 

と
答
え
る
ん

だ
よ
」
と
先
輩
研
究
員
に
最
初
に
教
わ

っ
た
も
の
だ
。
こ
こ
は
日
本
で
唯
一
の

国
の
河
川
環
境
の
研
究
所
で
、
木
曽
川

に
置
か
れ
て
い
る
。
人
工
的
に
８
０
０

ｍ
の
３
本
の
川
を
つ
く
り
、
川
ご
と
に

対
照
実
験
（
流
量
を
変
え
る
、
水
温
を
変
え
る
、

蛇
行
の
有
無
な
ど
）
を
行
な
い
自
然
状
態
に

近
い
形
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
が
で
き

る
世
界
最
大
級
の
施
設
だ
。
こ
こ
で
の

基
礎
研
究
の
成
果
は
全
国
各
地
の
川
づ

く
り
の
現
場
で
活
か
さ
れ
る
。
今
か
ら

25
年
前
、
当
時
私
は
小
学
校
４
年
生
、

教
え
子
は
ま
だ
生
ま
れ
て
も
い
な
い
。

こ
の
時
に
共
生
セ
ン
タ
ー
は
で
き
た
。

　

こ
こ
で
仕
事
が
で
き
た
こ
と
は
研
究

1 0 9水系
1964年（昭和39）に制定された新河川法では、分水界や大河川の本流
と支流で行政管轄を分けるのではなく、中小河川までまとめて治水と利水を
統合した水系として一貫管理する方針が打ち出された。その内、「国土保
全上又は国民経済上特に重要な水系で政令で指定したもの」（河川法第
4条第1項）を一級水系と定め、全国で109の水系が指定されている。

川名の由来【木曽川】
長野県木曽郡木祖村、鳥居峠南
斜面付近に発し、木曽十一宿と
並行して流れて伊勢湾に入る。キ
ソは吉蘇とも書かれ、クマソに対
する豪族がいた国とする人もいる。

1987年福岡県生まれの川系男子。北九州で育ち、
高校生になってから下校途中の遠賀川へ寄り道をす
るようになり、川に興味をもちはじめ、川に青春を捧げ
る。全国の河川市民団体に関する研究や川を活かし
たまちづくりの調査研究活動を行なっている。筑波大
学大学院システム情報工学研究科修了。白川直樹
研究室「川と人」ゼミ出身。博士（工学）。国立研
究開発法人土木研究所自然共生研究センター専門
研究員、東京大学地域未来社会連携研究機構北
陸サテライト特任助教を経て2023年10月より現職。

坂本 貴啓 
さかもと  たかあき

金沢大学 人間社会研究域地域創造学系 講師

国営木曽三川公園138タワーパークの展望階（地上100ｍ）から木曽川流域を望む。

 木曽川
 水系番号 ： 54
 都道府県 ： 長野県、岐阜県、愛知県、
   三重県、滋賀県
 源流 ： 鉢盛山（2446 ｍ） 
 河口 ： 伊勢湾  
 本川流路延長 ： 229 km 8位／109
 支川数 ： 391河川 8位／109
 流域面積 ： 9100 km2 5位／109
 流域耕地面積率 ： 6.2 ％ 78位／109
 流域年平均降水量 ： 2302.6 mm 29位／109
 基本高水流量 ： 1万6000  m3/ s 10位／109
 河口換算の
 基本高水流量※ ： 3万1085  m3/ s 3位／109

 流域内人口 ： 193万6593人 10位／109
 流域人口密度 ： 213 人 / km2 41位／109
（基本高水流量観測地点：犬山〈河口から59.7km地点〉）
※河口換算の基本高水流量 ＝ 流域面積×比流量（基本高水流量
÷基準点の集水面積）
※各水系の比較のため公式発表諸元をもとに坂本貴啓さん作成
データ出典：『河川便覧 2002』（国際建設技術協会発行の日本河
川図の裏面）　流域内人口 ＝ 国土交通省「一級水系における流域
等の面積、総人口、一般資産額等について（流域）」を参照（最終
閲覧日2013年4月）

【木曽川流域の地図】
国土交通省国土数値情報「河川データ（平成20年、21年）、流
域界データ（昭和52 年）、行政区域（令和6）、鉄道データ（令和
5年）、高速道路時系列データ（令和5年）」より編集部で作図

社会の変遷とともに堤防伸びゆく木曽川43
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1

者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
の
幅
を
広
げ
て

く
れ
た
。
先
輩
の
調
査
を
手
伝
う
な
か

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
河
川
環
境
研
究
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、

全
国
各
地
か
ら
河
川
行
政
の
人
た
ち
が

相
談
に
訪
れ
、
課
題
を
俯
瞰
的
に
把
握

で
き
た
こ
と
な
ど
、
今
の
私
の
よ
う
な

大
学
の
一
人
研
究
室
主
宰
の
立
場
で
は

知
り
得
な
か
っ
た
こ
と
ば
か
り
だ
。

　

ま
た
、
共
生
セ
ン
タ
ー
は
木
曽
川
と

い
う
地
域
に
根
ざ
し
た
研
究
所
と
い
う

面
も
も
っ
て
い
る
。
25
年
間
、
全
国
か

ら
４
万
人
以
上
の
人
が
来
て
い
る
が
、

周
辺
の
中
高
生
、行
政
関
係
者
、地
域
住

民
も
よ
く
見
学
に
訪
れ
て
い
る
。
あ
る

日
、
地
域
住
民
が
共
生
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
、
周
辺
地
域
で
川
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
行
な
い
た
い
が
ど
う
し
た
ら

い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
相
談
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
共
生
セ
ン
タ
ー
も
サ
ポ
ー
ト

し
、
住
民
主
体
の
「
各か
か
み
が
は
ら

務
原
木
曽
川
か

わ
ま
ち
づ
く
り
会
」
が
発
足
し
た
。
複

数
回
に
わ
た
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

な
い
、
夢
提
案
を
絵
に
ま
と
め
、
国
交

省
の
木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所
長
、
各

務
原
市
長
に
披
露
し
た
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
、
絵
に
描
い
た
内
容
を
実
現
す

る
た
め
の
社
会
実
験
が
今
も
行
な
わ
れ

て
い
る
。
共
生
セ
ン
タ
ー
在
籍
時
に
、

研
究
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
し
て
、
地
元

の
た
め
に
還
元
で
き
た
こ
と
の
一
つ
か

も
し
れ
な
い
。

暴
れ
川
だ
か
ら
こ
そ

生
ま
れ
た
多
様
な「
堤
」

　

木
曽
川
で
は
と
に
か
く
堤
防
沿
い
を

走
っ
た
。
車
で
も
自
転
車
で
も
ラ
ン
ニ

ン
グ
で
も
川
に
沿
っ
て
通
勤
し
、
出
か

け
て
、
散
歩
し
た
。
何
気
な
く
走
っ
て

い
た
堤
防
そ
れ
ぞ
れ
に
名
前
と
役
割
が

あ
る
。
堤
防
の
成
り
立
ち
に
歴
史
あ
り
。

　

ま
ず
は
「
御
囲
堤
」
を
紹
介
し
た
い
。

御
囲
堤
は
木
曽
川
左
岸
側
、
尾
張
藩

（
愛
知
県
）
側
に
発
達
し
た
堤
防
で
、
１
６

０
９
年
（
慶
長
14
）
に
徳
川
家
康
が
尾
張

藩
に
命
じ
て
犬
山
～
弥
富
の
48
㎞
の
堤

防
を
築
い
た
。
私
は
こ
の
現
役
の
土
木

遺
産
の
上
を
通
勤
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
尾
張
御
囲
堤
に
対
し
、
対
岸
の
美

濃
藩
側
は
親
藩
の
尾
張
藩
側
よ
り
も
若

干
低
く
堤
防
を
設
け
る
こ
と
が
取
り
決

め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
部
分
的
に
水
防

を
行
な
う
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
編
み
出
さ
れ
た
の
が
「
輪
中

堤
」
で
あ
る
。
集
落
ご
と
に
堤
防
で
囲

い
、
水
害
か
ら
土
地
を
守
る
築
堤
が
行

な
わ
れ
た
。
木
曽
三
川
に
は
輪
中
集
落

が
あ
ち
こ
ち
に
つ
く
ら
れ
た
。
学
生
は

「
川
で
も
な
い
と
こ
ろ
に
堤
防
が
あ
る

っ
て
な
ん
か
変
な
感
じ
が
し
ま
す

…
…
」
と
周
囲
に
続
く
堤
防
を
見
渡
し

て
い
た
。

　

輪
中
堤
は
集
落
の
生
命
線
と
も
い
え

る
。
立
派
な
堤
防
で
囲
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
が
万
一
破
ら
れ
た
時
の
こ
と
も
想

定
し
、
家
屋
を
高
く
す
る
「
ご
ん
ぼ
積

国立研究開発法人土木研究所自然共生研究センター長森照貴さん

高須輪中と高須輪中と木曽・長良背割堤木曽・長良背割堤

各務原木曽川かわまちづくり会
会長岩井晴栄さん（右）、事務局長岩田紀正さん（左）

1土木研究所自然共生研究センタ
ーの実験河川。3本の川を用いて比
較実験が可能提供：土木研究所
自然共生研究センター　2坂本さ
んの当時の職場である自然共生研
究センターの敷地。木曽川駅近くの
自宅から自転車で用水路を通り、桜
並木の堤防上を走り、橋の上から木
曽川を定点観測した後、職場に通う
のが日課だった　3自然共生研究
センターのそばに広がる国営木曽三
川公園かさだ広場。各務原木曽川
かわまちづくり会が描いた夢提案の
舞台の一つ

河川法が改正され、河川環
境の整備と保全が法目的に
加わり、法目的達成のために
自然共生研究センターはで
きました。「いい川を未来へ」
を旗印に研究に取り組んで
います。このセンターからたく
さんの若手研究者が巣立っ
ていったこともセンターが25
年の歳月のなかで生み出し
た成果の一つと考えています。
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御
囲
堤

輪
中
堤

水
屋

背
割
堤

4

5

6

8 7

長良川の畳堤
木曽川の支流、長良川の岐阜市付近には、
昭和初期にできた日本初の「畳堤」が存
在する。スリットに畳をはめ込めるようになっ
ており、水位上昇が収まらない時、畳をは
め込んで少しでもあふれないようにする構
造。畳堤は、長良川、揖保川、五ヶ瀬川の3
河川にしかない。 み

」「
水み

ず

屋や

」「
助じ

ょ

命め
い

壇だ
ん

」「
上
げ
舟
」
な

ど
、
二
重
三
重
の
備
え
も
行
な
っ
た
。

　

土
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
水
防

の
術
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
木
曽

川
特
有
の
景
観
と
も
い
え
る
。

尊
い
犠
牲
と
引
き
換
え
に

生
ま
れ
た「
背
割
堤
」

　

時
は
進
み
、
１
７
５
３
年
（
宝
暦
３
）、

美
濃
側
の
水
害
解
消
の
た
め
堤
防
を
本

格
的
に
築
堤
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ

で
つ
く
ら
れ

た
大
規
模
堤

防
が
「
背
割

堤
」。
薩
摩

藩
の
手
伝
い

普
請
に
よ
り

木
曽
川
、
長

良
川
、
揖
斐

川
の
流
路
を

分
離
さ
せ
る
大
工
事
（
宝
暦
治
水
）
が
行

な
わ
れ
、
川
の
流
れ
を
安
定
さ
せ
、
近

代
治
水
の
骨
格
が
で
き
あ
が
っ
た
。

　

こ
の
薩
摩
藩
の
大
偉
業
と
も
い
え
る

工
事
の
裏
に
あ
っ
た
多
く
の
犠
牲
を
忘

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
背
割
堤
築
堤

工
事
は
難
航
し
、
多
く
の
薩
摩
藩
士
が

命
を
落
と
し
な
が
ら
も
続
け
ら
れ
完
成

し
た
。
当
時
の
住
民
た
ち
か
ら
す
る
と

自
分
た
ち
の
た
め
に
遠
く
離
れ
た
よ
そ

の
国
の
人
ら
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
は

い
た
た
ま
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

薩
摩
藩
士
の
追
悼
と
偉
業
を
称
え
つ

く
ら
れ
た
神
社
が
背
割
堤
上
に
あ
る

「
治
水
神
社
」
で
あ
る
。
こ
の
神
社
は
全

国
か
ら
河
川
の
工
事
関
係
者
が
訪
れ
る
。

　

背
割
堤
に
は
木
曽
川
時
代
の
思
い
出

が
詰
ま
っ
て
い
る
。
２
０
２
１
年
（
令
和

３
）
９
月
、
背
割
堤
を
い
い
川
・
い
い

川
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
企
画
と
し
て
、「
自
転
車
水
リ

レ
ー
」
を
行
な
っ
た
。
私
は
こ
の
企
画

の
責
任
者
で
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
と

併
用
し
な
が
ら
全
国
大
会
を
誘
致
す
る

難
し
い
判
断
が
な
さ
れ
て
い
た
頃
、
会

場
に
来
ら
れ
な
い
人
の
た
め
に
、
と
き

ど
き
野
外
か
ら
中
継
を
入
れ
て
川
の
臨

場
感
を
届
け
る
企
画
を
し
た
ら
ど
う
か

と
考
え
た
。

　

中
流
の
長
良
川
国
際
会
議
場
か
ら
河

口
の
七
里
の
渡
し
ま
で
の
区
間
を
往
復

し
、
上
流
の
水
と
川
の
幸
を
海
に
届
け
、

海津市歴史民俗資料館学芸員水谷容子さん

各務原木曽川かわまちづくり会
会長岩井晴栄さん（右）、事務局長岩田紀正さん（左）

明治時代に建てられた水屋を保存している諏訪博保さん

坂本さんが共生センターにいらした頃に立ち上げた団
体で一緒に木曽川のかわまちづくりのことを考えてきまし
た。夢提案を描いて4年目となりました。描いた夢を実現
できるように河川管理者と連携していきたいと思います。

この木曽川の平野部は
水害さえなければ豊か
に暮らせる土地です。そ
のためにどんどん水防
の術が確立されていっ
たのだと思います。

明治29年の大水害では、祖母が
この水屋で半月から１カ月ほど
暮らしたそうです。家の荷物が流
れていかないように、外から流れ
てくるものが入らないように、周
囲はマキの木で囲んでいます。

4長良川と揖斐川に挟まれた水害常襲地帯にある「高須輪中提」（岐阜県海津市）　5治水神社にほど近い民
家にある「水屋」。現存する水屋は貴重なものだ　6諏訪さんの家には「上げ舟」も保管されている　7犬山城か
ら木曽川河口まで左岸側に築かれた連続提「御囲提」　8揖斐川（右）と長良川（左）を分流する「油島千本松
締切堤」。かつて木曽川（長良川も合流していた）と揖斐川を分離するために先人が苦労を重ねて築いたもの

社会の変遷とともに堤防伸びゆく木曽川45



神
社

12

11

1314

9

10

堤防による環境の分断をなくす

堤防は、川側のことを堤防の外、堤外地

（ていがいち）と呼び、家や畑などのある堤防

で守るべき側を堤内地（ていないち）と呼ぶ。

堤防は洪水防御の手段であると同時に、

さまざまな境界にもなり得る存在だ。水害は

解消され暮らしは安全になったが、氾濫し

たところにできた湿地は水はけのよい土地

となり、そこに生息していた生きものたちは

行き場をなくした。行きついたのが河道内

氾濫原（かどうないはんらんげん）だった。生き

ものたちは木曽川の広大な河川空間のな

かにある、本川とつながる流れの緩い「ワ

ンド」やときどき水に浸かる「たまり」などを

代替地として生息している。

海
の
幸
を
持
ち

帰
る
も
の
で
、

自
転
車
で
走
者

役
を
担
っ
た
大

学
生
た
ち
が
夕

日
の
宝
暦
治
水

の
賜
物
、
背
割

堤
の
様
子
を
実
況
し
、
治
水
神
社
を
参

る
姿
は
感
動
で
も
あ
っ
た
。
私
は
こ
の

水
リ
レ
ー
の
翌
日
に
白
山
・
手
取
川
へ

旅
立
っ
た
の
で
、
こ
の
水
リ
レ
ー
こ
そ

が
木
曽
川
最
後
の
大
仕
事
で
も
あ
っ
た
。

木
曽
川
の「
急
所
」を

守
る
神
社

　

治
水
神
社
の
ほ
か
、
木
曽
川
に
は
も

う
一
つ
川
の
神
社
が
あ
る
。
私
の
住
ま

い
か
ら
ほ
ど
近
い
「
堤
つ
つ
み
は
り（
て
い
じ
）じ
ん
じ
ゃ

治
神
社
」
だ
。

木
曽
川
中
流
域
に
あ
る
土
の
神
様
（
埴

安
姫
神
）
を
祀
っ
た
神
社
で
あ
る
。

　

週
末
に
散
歩
し
て
い
る
時
に
偶
然
見

つ
け
た
。
名
前
を
見
て
川
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。「
堤
を
治
め
る
」

な
ん
て
直
球
な

名
前
の
神
社
を

聞
い
た
こ
と
が

な
い
。
治
水
と

密
接
な
か
か
わ

り
が
あ
り
そ
う

だ
と
思
い
、
参

拝
し
た
の
が
き

っ
か
け
だ
っ
た
。

実
際
、
延
喜
式
に
も
、「
古
来
木
曽
川
の

氾
濫
は
常
に
住
民
を
脅
か
し
た
る
事
は

史
書
に
依
り
て
も
明
白
な
り
。
景
雲
以

来
、
そ
の
災
害
の
数
を
挙
げ
て
も
数
え

難
し
、
故
を
も
っ
て
そ
の
堤
防
の
中
心

の
地
に
、
木
曽
川
全
堤
防
の
鎮
守
と
し

て
土
の
神
・
埴
安
姫
神
を
奉
斎
し
、
堤

治
神
社
と
称
え
奉
る
な
り
」
と
登
場
す

る
と
い
う
。

　

古
く
（
７
０
６
年
）
か
ら
、
こ
の
場
所

に
鎮
座
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
お
そ

ら
く
破
堤
リ
ス
ク
の
高
い
場
所
を
治
め

る
必
要
が
あ
り
、
そ
こ
に
神
様
を
祀
る

こ
と
で
日
常
的
に
気
象
・
水
文
観
測
な

ど
を
行
な
い
、
現
代
の
河
川
事
務
所
的

な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

堤
治
神
社
で
宮
司
さ
ん
に
「
大
亀
伝

説
」
と
い
う
伝
説
を
聞
い
た
。
昔
、
大

洪
水
に
な
っ
た
際
に
神
の
使
い
で
あ
る

大
き
な
亀
が
現
れ
て
堤
防
の
決
壊
を
防

い
で
住
民
や
田
畑
を
守
っ
た
と
い
う
伝

説
だ
。
こ
の
話
か
ら
は
こ
こ
は
堤
防
が

切
れ
や
す
く
、
住
民
の
関
心
事
の
高
か

っ
た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ

る
。
こ
の
大
亀
は
治
水
技
術
の
一
つ
で
、

大
岩
を
置
い
て
堤
防
に
水
が
直
接
当
た

ら
な
い
よ
う
に
す
る
「
水
制
工
」
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
。

　

こ
の
神
社
に
は
地
元
の
工
事
関
係
者

や
造
園
業
者
、
消
防
団
員
な
ど
が
安

全
・
安
心
を
願
っ
て
参
拝
に
訪
れ
る
。

私
た
ち
も
宮
司
さ
ん
に
祝の
り
と詞
を
あ
げ
て

い
た
だ
き
木
曽
川
の
治
水
の
安
寧
を
願

っ
た
。

　

安
寧
を
祈
っ
た
過
去
の
話
を
思
い
出

す
。
九
州
の
川
で
氾
濫
が
起
き
た
時
、

友
人
の
河
川
管
理
者
に
差
し
入
れ
物
資

と
と
も
に
、
ゲ
ン
担
ぎ
で
堤
治
神
社
と

治
水
神
社
の
御
朱
印
を
一
緒
に
送
っ
た
。

当
時
、
水
害
対
応
に
最
前
線
で
当
た
っ

て
い
た
友
人
は
、「
木
曽
川
の
由
緒
正
し

い
治
水
の
神
社
の
御
朱
印
と
思
う
と
さ

ら
に
気
合
い
が
入
る
よ
！
」
と
水
害
対

応
へ
の
意
欲
を
新
た
に
し
て
い
た
。

万
が
一
の
破
堤
に

備
え
る
水
防
団

　

堤
防
の
発
達
と
と
も
に
、
暮
ら
し
の

堤治神社宮司大念寺剛さん11神社を人が集まる場にしたいと2022年にスタートし
た「はにやすひめマルシェ」。毎月第二日曜日に開催して
いる提供：堤治神社　12創建から1300年以上経つ
と伝わる「堤治神社（つつみはりじんじゃ）」。地元の人は
親しみを込めて「ていじじんじゃ」と呼ぶ　13堤治神社
の裏手は木曽川の堤防に接している　14堤治神社
の御神木「三位の大いちょう」。この地を水害から守りつ
づけてきたシンボルで、徳川家のお手植えとも伝わる

9背割提を築いた薩摩
藩士の功績を讃え、犠
牲となった藩士たちを慰
霊する「治水神社」
10 2021年9月、坂本
さんが企画責任者として
実施した「自転車水リレ
ー」提供：坂本貴啓さん

木曽の川辺や尾張平野など穏や
かな木曽川の姿を願う言葉が神
社の祝詞のなかでも出てきます。
木曽川が決壊しないように木曽
川の急所にある神社として願い
続けてきたことが窺い知れます。

木曽川のワンド
提供：土木研究所自然共生研究センター
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水
防

1516

17

安
心
が
増
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い

が
、
絶
対
は
な
い
。
各
地
で
破
堤
が
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
も
そ
れ
を
物
語
っ
て

お
り
、
木
曽
川
も
同
様
で
あ
る
。

　

学
生
に
「
木
曽
川
の
堤
防
沿
い
に
ち

ょ
こ
ち
ょ
こ
あ
る
、
こ
の
小
屋
な
に
か

わ
か
る
？
」
と
質
問
し
た
ら
「
前
、
別

の
川
で
見
た
水
防
倉
庫
で
す
か
ね
？ 

木
曽
川
沿
い
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

ね
」
と
回
答
し
た
。

　

木
曽
川
で
は
治
水
だ
け
な
く
、
自
分

た
ち
の
命
は
自
分
た
ち
で
守
る
水
防
が

発
達
し
た
。
そ
の
一
つ
が
「
水
防
団
」。

木
曽
川
の
水
防
団
が
全
国
に
多
く
あ
る

水
防
団
と
異
な
る
の
は
「
専
任
水
防

団
」
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
通

常
は
消
防
団
が
水
防
団
を
兼
務
す
る
と

こ
ろ
が
多
く
、
消
防
団
員
が
消
防
訓
練

と
併
せ
て
と
き
ど
き
水
防
訓
練
も
行
な

う
の
だ
が
、
木
曽
川
・
長
良
川
周
辺
の

岐
阜
の
市
町
村
は
消
防
団
と
水
防
団
を

分
け
て
い
る
。

　

専
任
水
防
団
の
一
つ
が
、
笠
松
町
、

岐
南
町
、
岐
阜
市
、
各
務
原
市
で
構
成

し
、
団
を
設
け
る
「
木
曽
川
右
岸
地
帯

水
防
事
務
組
合
」。
岐
阜
市
５
団
、
笠

松
町
６
団
、
各
務
原
市
３
団
、
岐
南
町

２
団
の
計
16
団
４
４
８
名
（
２
０
２
４
年
４

月
８
日
当
時
）
の
団
員
で
構
成
さ
れ
規
模

も
大
き
い
。
専
任
な
の
で
水
防
団
行
事

も
他
に
比
べ
て
多
い
。
大
雨
の
降
る
出

水
期
に
備
え
て
年
５
回
程
度
水
防
訓
練

が
行
な
わ
れ
、
団
員
が
水
防
技
術
を
高

め
合
っ
て
い
る
。

　

何
よ
り
も
驚
い
た
の
が
、
近
年
は
団

員
の
高
齢
化
や
継
続
団
員
の
減
少
に
よ

り
水
防
技
術
の
継
承
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
な
か
、
木
曽
川
で
は
新
し
く
水
防

団
が
増
え
た
（
長
森
南
）。
水
害
の
増
加

で
水
防
工
法
へ
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い

る
。
水
防
工
法
を
懸
命
に
磨
く
風
景
も

木
曽
川
な
ら
で
は
の
風
景
と
い
え
よ
う
。

自
然
と
社
会
を
見
つ
め
る

堤
防
と
い
う
視
点
場

　

木
曽
川
す
べ
て
を
回
る
に
は
と
て
も

時
間
が
か
か
る
の
で
「
堤
」
を
視
点
に

見
て
き
た
。
学
生
に
何
が
印
象
に
残
っ

た
か
聞
い
て
み
た
。
一
つ
は
「
川
が
南

に
向
か
っ
て
流
れ
る
の
が
変
な
感
じ
が

す
る
」。
こ
れ
は
日
本
海
側
出
身
者
ら

し
い
感
覚
だ
ろ
う
。
も
う
一
つ
は
「
堤

防
の
成
り
立
ち
が
複
雑
で
奥
深
い
」。

堤
防
は
時
代
と
と
も
に
発
達
し
、
暮
ら

し
も
変
化
し
て
き
た
。
堤
防
の
上
に
立

ち
、
堤
防
の
内
外
の
風
景
を
眺
め
る
こ

と
は
社
会
と
自
然
の
関
係
性
を
ひ
も
解

く
重
要
な
視
点
場
で
あ
る
。

　

新
社
会
人
だ
っ
た
自
身
が
学
ん
だ
木

曽
川
の
複
雑
さ
、
お
も
し
ろ
さ
を
学
生

に
ど
こ
ま
で
伝
え
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
。

　

金
沢
に
帰
る
車
中
、
学
生
が
ぼ
そ
り

と
言
っ
た
。「
先
生
、
ま
だ
な
ん
と
な
く

で
す
が
、
僕
、
堤
防
を
テ
ー
マ
に
し
た

研
究
や
っ
て
み
た
い
で
す
」。
堤
防
か

ら
ど
ん
な
社
会
と
川
の
関
係
を
見
て
行

こ
う
か
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
構
想
に
胸

を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
家
路
に
つ
い
た
。

（
２
０
２
４
年
４
月
４
～
６
日
取
材
）

国土交通省中部地方整備局木曽川上流河川事務所　
副所長髙橋伸次さん（右）、総括保全対策官井川陽二さん（中）、建設専門官宮本幸典さん（左）

木曽川右岸地帯水防事務組合
事務局長那波哲也さん（右）、事務局長補佐水野正美さん（左）

15水防訓練に取り組む専任水防団の方 々提供：木曽川右岸地帯
水防事務組合　16水害に備えてさまざまな道具がひしめく水防倉庫
の内部　17木曽川の堤防沿いにはこうした水防倉庫が各所にある

月の輪、釜段、積土のう工など水防工法はさまざまあ
り、水防演習にて練習が行なわれています。これらの
技術を継承していくことが木曽川の安全を高めるこ
とになると思っており、訓練に日々取り組んでいます。

これから研究していくにあたって先生のルーツの川を知りながら自分なりの研究計画を考えていきたいです。あと、庄川育ちの僕からすると、南に向かって川が流れているのがやっぱり変な感覚になります…。（岡田優作さん）

木曽川の治水は難しく、揖斐川→長良川→
木曽川の順に水位が時間差で上がっていき
ます。雨が降りはじめてから洪水になるまで
の時間を四刻（8時間）八刻（16時間）十二刻
（24時間）（シトキハットキジュウニトキ）と呼
んでいました。水害からしっかり守るために、
水防団と連携しながら治水を進めています。

犬山城から見た木曽川。時には牙をむく大河川と
生きるために、人びとはさまざまな堤を編み出した社会の変遷とともに堤防伸びゆく木曽川47


